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筋

十

二

卷

(

ニ
七
ニ)

雜
錄
德
川
哝
代
の
倚
農
論
に
對
す
る
变
那
思
想
の
影
響
第
二
雛

十

な
り
-̂
も
云
ふ
を
得
べ
し
。

終
り
に
游
民
の
^
に
：つ
き」

言
せ
ん
に
、
春
臺
は01. 

く
柏
末
作
の
巧
禁
ず
れ
ば
則
ち
段
游
食
す
る
所
な
し
、

R
游
食
す
る
所
な
け
れ
ば
則
ち
、
必
ず
農
を
事
と
す
、

』 

ニ
產
語
前
揭)

然
ら
ば
游
民
と
は
如
何
^
云
ふ
に
古
來
游
民
に
つ
き 

て
其
範
圍
程
度
に
於
て
學
潘
の
見
解
必
ず
し
も
■一

 

な
ら 

4
、

或
は
士
農
以
外
を
以
て
游
民
と
す
る
あ
レ
、
或
は 

,

農
民
以
外
を
以
て
す
る
あb
尙
ほ
或
る
論
著
は
四
民5 

外
を
以
て
游
说
と
せ
る
あ
办
、
而
し
て
游
民
禁
止
の
問 

題
は
早
く
ょ
&
學
莕
に
依
仏
て
唱
道
せ
ら
れた
る
所
な 

る
が
如
く『

周
禮』

裁
師
に
趴
て『

ル
民
»

_

事 
一#
、 

出
來
家
之
征』

と
云
へ
る
は
蓋
し
無
職
潘
即

ち
®
民
：に 

:
重
税
を
赋
課
し
て
之
れ
を
防
遏
せ
ん
と
のa
に
ば
非
る

か
0
リ

： 

.

.

要
之
、
' 游
民
禁
止
ビ
は
不
生
産
者
を
促
し
て
生
産
に
：
 

從
事
せ
し
め
ん
ビ
す
る
も
の
じ
外
な
ら
す
、
而
し
て
春 

■

臺
等
舊
時
代
學
恶
が1

人
の
徒
食
潘
無
か
&
し
め
之
れ

を
ば
農
業
に
歸
せ
し
め
ん̂

を
希
ひ
し
や
明
白
な
り
、 

S

の
云
ふ『

今
歸
レ
民
而
之
ゾ
農
皆
著

n

於
本
？
使
2
天
下 

各
食n

興
力T

末
技
游
民
之
民
、
轉
而
緣

n

南
晦T

則
菩
職 

定
、
而
人
樂n

其
所t

突
、(

漢
書
食
貨
志)

な
る
思
想
は
. 

其
の
根
底
に
於
て
舊
時
代
の
我
國
學
潘
に
於
て
唱
へ
ら 

れ
た
る
游
民
禁
止
の
政
策
^
同
一
な
る
も
の
に
ば
非
る 

か
。

石

炭

調

査

資

料

，、

」

L

T

の

統

訃

.

':,
:
::
:;
:
:
'
:

山

.崎

.、
：
繁

：.樹

，一

時
局
以
來
我
國
は
世
界
の
他
の
列
强
と
均
し
ぐ
輸
入 

の
杜
絕
に
會
し
て
內
國
淹
業
の
狀
態
に
變
化
を
來
し
た 

レ
、
即
ちH

業
的
生
産
物
.は
其
の
量
に
於
て
又
其
の
質 

に
於
て
時
.局
前
.に
比
し
て
大
に
其
の
商
目
を7
新
す
る
厶 

I

ぅ
た
る
1

れ
舉
竟
种
地
に
¥

«
入
同
樣
品
又」j 

.は
代
用
品
の
製
出
を
餘_
な
ぐ
：せ
ら
れ
當
業
者
皐
潘
等

j 

相
互
に
激
»
し
硏
究
し
/2
る
結
架
：に
し
て
ー
に
時
局
に 

因
る
_
戟
の
赍
な
り
、
而
し
：て
此
の
時
局
の
刺
戟
が
如

j 

何
な
る
印
象
を
吾
人
に
與
人
：た
る
が
、
そ
は
言
ふ
迄
も 

な
く
戰
時
に
於
て
の
み
な6
中
席
時
に
於
て
も
他
國
に. 

倚
賴
せ
ず
し
て
國
內
の
露
要
を
充
す
に
足
る
の
用
意
を
. 

.管
 >

る
ベ
か
ら
ざ
る
t
と
を
深
甚
に
感
知
せ
し
め
た 

a

^

f

戰
程
の
進
陟
に
伴
れ
列
强
は
自
衛

上
及
び
其
の
他
の
目
的
ょ
ぅ
し
て
禁
出
入
斷
行
の
手
段 

に
出
で
愛
.に
.貿
易
上
の
馓
國
主
義
な
る
も
の
實
現
し
、 

之
れ
が
對
應
策
又
は
應
念
手
段
と
し
て
必
要
上
當
業
者 

學
者
"
有
識
渚
等
の
硏
鐵
努
カ
す
る
所
と
な
り
て
エ
業 

殊
に
化
學
江
業
は
異
常
に
勃
典
し
我
國
自
給
の
前
途
に 

一
步
を
進
め
得
た
る
が

*1
く
な
る
も
倚
ほ
世
界
の
列
强 

ビ
對
抗
せ
ん
k

は
®

ら

V
Cる
不
安
を

感
せ
.ざ

る

能

は

ざ 

る
も
の
ぁ
り
て
存
し
、X
業
的
生
產
品
の
獅
立
自
給
が 

果
し
て
可
能
な
る

や
，否
や
に
就
き
て
は
未
だ
全
く
惑
ひ 

な
き
能
は
ざ
る
な
&
、
世
界
の
列
强
は
何
れ
も

一

方
に 

戰
ひ
つ
、
他
方
にH

業
の
獨
立
發
展
の
準
備
に
忙
は
し 

我
國
も
亦
之
.れ
が
對
策
又
對
德
手
段
ど
し
て
エ
業
の
裏 

立
發
展
を

計
圖
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
なb

、
然
ら
ば
我 

國
に
於
!■
*

之
れ
が
獨
立
fc
w

る
に
足
る
ベ

き

工
業
原
料 

若
く
は
工
業
補
助
品
ぁb

や
、
之
れ
.が
大
宗
た
る
棉
花
、 

羊
毛
は
我
國
に
無
き
所
に
し
て«
も

亦
其
の
大
半
は
海 

外

，の

供

給

に

待

，ち

/2

る
も
の
に
属
し
、
石
炭.は
我
_

の 

所
產
相
當
の
額
に
達
し
古
く
ょ5
海

外

に

輸

出

，の
途
も

第

二

號

一
一
七

辭
十
ニ
.卷

0
1七
5

.

雜
錄
石
炭
調
査
資
料
と
し
弋
の
統
割



第

十

二

怨(

ニ
^
四)

雜

錄

石

炎

獲

资

料

と

し

て

の

統

計

八

開
け
於
る
辟
に
し
て
內
地
に
於
て
は
鐵
逍
用
、
汽
船
扣
、 

X
場
焚
料
、
製
鹽
用
と
し
で
其
の
癖
翦
年
を
逐
ひ
て® 

加
す
る
上
に
時
局
後
见
に
.化
學
エ
業
に
對
す
る
基
遨
旅 

料
ビ
し
て
消
费
す
る
數,*
即
ち
工
業
用
：炭
は
增
加
し
た‘ 

K
y
>
aれ
即
ち
輓
近
化
學
の
雄
步
忙
伴
ひ
た
る
も0
に 

^
セ
«
炭
乾
餾
の
.成
生
物
は
櫞
藥
に
>
染
料
に
、
.香
料 

に
、
爆
藥
に
'、
甘
味
劑
に
、

：

絕
緣
材
料
に
、
寫
眞
现
象 

劑
に
ノ
火
藥
安
定
劑
に
殆
ズ
ゴ
西
七
十
乃
至
ニ

一

西
八
如 

秫
を
數
：へ
：術
ほ
將
來
其
の
數
益
々
多
き
を
加
へ
ん
と
し 

從
て
之
れ
が
原
料
た
る
石
炭
の
値
格
ば
其
の
生
產
费
の 

:
»加
と
典
に
又
各
方
®
の
：焚
料
^
し
て
.の
消
喪
量
の
增
，
 

加
と
共
に
昨
年
に
比
し
腔
 
一一S

騰
貴
を
吿
げ
將
來
尙. 

ほ
此
の
高
谪
が
.*
持

せ

,&
れ
ん
ビ
.す
る
傾
き
ぁ
る
他
面 

.內
地
炭
は
现
時
に
於
て
旣
に
供
紙
雛
の
«
ぁ
fr
.
、

而
し 

て
某
奪
門
家
の
計
算
す
る
所
に
：
^

ぼ
ホ
^
^
地
の
石 

炭
蛰
ば
向
狻
約
豇
十
年
に
嘯
滅
す
べ
し
と
の
事
な.
 

幾
多
有
用
な
る
原
料
た
る.ベ
：き
而
が
も
其
の
分
量
の斯 

;の
如
く
有
限
«
る
石
炭
に
_對
し
自
給
の
立
場
1
シ
し
.-1
:

せ
*
.«
:
'嘗
^

«

上̂
&
贼
&
き
を
得
る
か
は
蓋
し 

.«
倣
ぁ
る
硏
究
^
題
た
ら
ず
ん
ば
ぁ
ら
ず'、
'是
1̂

菩
\ 

が
其
の
硏
究
の
資
料
介
る
ベ
き
諧
齊®
を
調
査
'し
本
間 

羅
R
觸

.^
し

め

ん乙
：
，じ

5:
»1
し
^

3
所
以
な
^
\
で

之

れ

が

，
調

査

を

遂

げ

た

る

靡

項

0
目

次

は

大

要

次

の
.： 

*

:L
o

I
、

時
局
前
後
ょ
り
今
日
.にi至
；
需
要
供
給
の
關
係 

.

如
何
，

.

ィ
、
時
局
前
後
0
爾
要
_' 

: 

' ; 

'
.其

！
、
內

地

舊

高

.

某
ニ
、
海

外

輸

出

高
：

- 

ロ
’
蹄
局
前
後
の
供
給 

へ

其一:

ヽ
內
地
産
出
高
'

V
.附
記
> 
朝
.鮮
、
臺
灣
、
關
來
州
に
於
け
石
產 

出

高

及

集

の

價

湖

ぺ
■

S

、

轍
A
高

：

.:
;
ニ

ヽ

山

崎

氏

統

計

'

イ
、
：
供

給

.

.

"

'ロ
、
：
^

要

：
.

-
ぐ

其 I
、
：

內

:■
地
；
;

,

,
p
:
,

: v
:
'
一 

興

ニ

、

海

外

輸

出
,:

ム

、

！

I

要

合

計

(

W
地

、
海

外

)

;:
-
: 

^

時

局

前

後

！

i®

供
給
對
照
表 

'

其

：

一

、

內

地W
要
孓
其
の
!̂
面
.

-'

.典

：ニ

、

海

外

輸

出

と

其

の

'方

面
::
：

.

其
三
、
外
國
船
焚
料
;'
'
'

三
、
時
周
前
後
に
於
け
る
石
炭
生
產
费 

記
.、
石
炭
生
產
费
箅
出
法

四
、
時
局
前
後
の
.石
炭
販
寶
價
格
如
何

.

.'

.
'
.
年
.

次
. 

：
;'
內
國
消
软
髙

-'
- 

明治

1ニ
十
九
年

:

七
、
ニ
八
〇

、
六
四
九 

冏

';
四

十

¥
‘

1

6
、
八
五 <

 

1

H山
ハ

同
四
十
一
年 

1
〇
、1
三

1
\〇
八
'

1 

，
同

.
四
十1
1

_

::
:

1
0、
|
**
-
*
1九
、
八
ニ
1 

同
：
四
十
三
印，
.

.
:;
l..
o
、
玉
九
ニ
、
八H

ハ 

同

四

十

四

年

-ニ

 

.、〇
七
0
、
九
〇
三 

火

正

1

年 

1
3、
四
八
七
、
九
〇
七

，.
五
ヽ
撫
順
炭
"
開
；半
炭
等
の
本
邦
內
地
炭
に
及
ぼ
す 

,

影
響
如
何
'
.

附
記
ヽ
撫
順
炭
坑 

六
、
現
在
'の
炭
價
は
戰
後
如
何
に
變
化
す
べ
さ
か
、 

以

上

'
,

.1

、
，時
局
前
後
ょ
纟
今
日
に
茧
る
石
炭
の
需
耍
供
給 

へ

關

係

.
ィ
、
時
局
前
後
の
«
要 

石
炭
の
®

要

狀

況

，を

觀

ん

と

せ

ば

更

に

之

れ

を

內

地 

消
聲
赢
ミ
海
外
輸
出
高
と
に
區
別
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
即 

ち
左
表
の
如
し'

:,
輸

出

高
 

ニ
、四
四
〇
、
九

ニ
1 

ニ
、
九
六
九
、
三
九
七 

ニ
、
九
〇
九
>
〇
六
七 

ニ
、八
九
〇
、
四
九3 

ニ
、
八1

六
、
〇
四
九 

H
、C
Hハ
五
、
六
七
八 

三
、
四
六
七
、
八
七
〇

站

十

二

卷(

ニ
七
3£)

雜
錄
石
炭
調
也
货
料
と
し
弋
の
統
計

ニ
、
七
ニ
一
、
五
六
一 

1
三
、
八
ニ
七
、
五
三
三 

-•
三
、一

三
〇
"
一S

K

 

一
三
、
0 ニ
.
0
、
三
-

1

 
四
：
 

1

三
、
四
0
八
、
八
六
三 

一
五
、
U

3
ハ
、
五
八1: 

V

六
>
九
‘茁
五(

七
七
七

第
ニ
號

九



'K
*

'K
^
vi
^

14
fl
'
f.
'
.
-l*

，段'
'
.
^
.ぐ̂x
î*
,

第
.十

二

怨

(

ニ
七
六)

雜

錄

浴
炭
調
査
資
料
と
し
て
の
.統
肿

同

ニ

同

:

三

同
：:;
.
四

}
四
、
九
ー1四
、
四
三
七 

1

六
、
ニ1

九
、
五
三
七 

一
丄
ハ
>
一

 
故
九
、
九
七
八

三
、
八
七
〇
、
六
〇0 

3
、
五
八
^

八
〇
六 

ニ
、
九
〇3
、
八
八
五

第1

涵

1

八
"七
九
本>〇
ー1
1七 

一
九
、
八
〇
六
、
三
四
三 

1

九
、一

六
0
、
八
六
.三

0

左
れ
ざ
爷
內
地
の
消
费
高
に
關
す
る
統
計
は
最
も
主 

S

る
船
舶
、
鐵
邋
、
ン
エ
場
及
製
鹽
の
四
用
途
の
外 

小
ロ
；の
消
费
高
を
知
る
：べ
き
材
料
不
備
の
爲
め
幾
分
：
 

の
遺
漏
ば
免
れ
ざ
る
な
り 

 ̂

>內
地
消
廣
谪
.，

內
地
消«
の
£
大
_
途
;;
:內
地
_
於
け
る
主̂

雷
要
ロ
即
ち
船
舶
用
、：鐵
逍
用
、
ェ
場
用
、
製
鹽
用

の

累
年
別
.比
較
は
左
の
‘如
く
に
し
て.四
用
途
の
合
訐
は
三 

,十
八
年
に
於
て
七
西
十
一
萬
餘
噸
なb
し
も
の
大
正
四 

一
年
に
一
千
六
西
ニ
十
五
萬
餘
噸
と
なb
、
方
に
ニ
倍
餘 

の
增
率
を
示
せ
り
、
而
し
て
此
の
四
用
途
別
の
僧
加
を 

每
年
,
に
|
赍
す
れ
ば
時
に
前
年
ょ
ケ
も
減
せ
し
こ
ビ 

な
S
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
槪
し
て
增
加
の
趨
勢
な
る
こ
と 

亦
表
巾
に
明
か
な
ら'

年

次
 

明
治
三
十
八
坪 

同

:四
十
咕 

同
:西
十
一¥
- 

同
四
十
ニ
 

¥

內
外
船
船
州 

一
、
九
九
七
、
〇
六
九 

妁
、
六一

九
、
五一

九 

三
、
八S
ハ.、六
ん
六 

.三
、
六.；ハ七、~
六
六

间
四
十
三
¥

与
七
四
0

‘

0

1

六 

同
四
十
四
尔
':

ーーー、九
0

コ|、セ
ニ
ー 

大
正 

一
¥

'

四
、
四
九
九
、
五
八_1T

 

同

ニ

牟

.

四
、七
>

!

六
、
五
四
八 

荷

，三
：
年

五

、
一.
三
四
、
三
5

.

.激
_
迢

.用 

八
四1

、
五
九
一 

1

、〇
四
三
、八
七
四 

I
、

ニ
四
七
、r

六
〇 

一
、
ニ
三
七
、九
〇
一 

一
、
三
三
四
、五
七
九 

1

、
三
八
で
、
四
三
六
. 

1

、
3£
七
八
、七
七
一 

1
、

七
八
五
、七
七
一
. 

1
、

九f

五
、
三
i
:〇

■'
.
.
X#
用

三
、
七
七
六
、
三
七
八

四
、
四
ニ
〇
、
五
四
五 

四
、
三
一
五
、
〇
六
一 

四
、
三1

九
、
〇
七3£ 

四
、
七
七
五
^

〇
六 

六
、
〇
六
，二
、
三
五
四

六
、
六
一
七
、
六
六
三

七
、
六
一
三
、
八
九
三

八
、
三
五
九d
 

ニ
七 “ 

'製

鹽

州 

四
，九
八
、
八
六
ニ 

七
七
四
、
一
九
八 

八
ニ
ニ
、1

六
四 

九
〇
五
、
五
七
九 

七
.掘
ニ
.、
四
：

1

七 

七
二
三
、
三
九U

 

七
九
一
、
八
九
〇 

七
九
八
、
ニ
一
一 
五

合

幻
 

.
七
、11

三
、
九
U
O 

1

〇
、
八
五
八
、

一

3
六 

1

〇
、
ニ
 
ニ1

、
〇
八j 

1
〇
、I 

ニ
九
"
八
ニ
 

I 

1

〇
*五
九
ニ
、
八1
.
A 

1

ニ
、
〇
七
〇
、
九

〇
nf

一
三
、
四
八
七
、
九o
七

一
四
、
九
ニ
四
、
四
三
七

八
1
〇
、
八
七
九
、

1

六
、

11'1

九
、
五
三
七

同 同 同 同 明
■ m  治
十 四 三 ニ
ニ +  +  _卜十邛 船 厂 r r

JjI 4栏

m

r

六
、-i

ハ
六 

一
 

I

 

1
六
ニ
、
六
三
八 

.——

 

:
七

l
Q、
五
七
四
'
:
. 

* 

I

 

ニ
、
ニ

九

、
八
三
六
 

一
1
、
五
四
五
、
八
〇
ー 

二
、
九
六
九
、
三
九
七
 

一

九
、
〇
五
ニ
>
八
八
六

0
1

七
七)

雜

錄

石
炎
調
究
货
料
と
七
弋
の
統
針

半

次

輪
，出
高

惯

額

處
額
百
に
付 

輸
出
の
割
合

ニ
ー
、
三热 

ニ
^

.

一
 11

;:
:

同
:

四

¥

3£
'、
ー
ー
ー
八
五
、
--
ー
|
3£
.
ー
、九
ー
五
、七
六
七
八
、

1
三
ニ
、七
ニ
八
八
ニ
六
、：ニ
六
八
：：1

六
、
ニ
五
九
、九
七
八

(

©

船
船
;«
の
中
外
國
艄
船
川
炎
は
输
出
高
の
中
に
計
上
す
る
4*
以
ズ
適
常
と
思
料
す
れ
ど
も
暫
く
農
商
務
省
0
區
分
法
に
從
ひ
て
一
括
す

.右
の
表
に
依
h

て
四
用
途
中
何
れ
が
最
も
多
く
增
加 

の
趨
勢
に
在
る
か
を
窺
ふ
：に.大
疋
四
年
に
在
り
て
は.一：一

「 

+.
八
年
に
比
し
船
舶
用
は
十
六
割
九
分
六
厘
ヽ
鐵
遨
用 

は
十
ニ
割
七
分
六
厘
ヽ
土
場
用
は
十
ー
割
五
分
四
厘
、
，
 

製
鹽
用
は
六
割
五
分
六
厘
の
增
加
に
し
て
何
れ
も
增
诹 

.U

た
る
中
に
於
て
船
舶
用
の
增
加
の
勢
び
は
第
一
位
に 

•居
る
が
如
き
は
著
し
き
現
象
な
尤
も
消
费
炭
最
ょ 

&

見
る
時
は
工
場
用
第. 一̂

に
@

り
»

«
'#
|

之
に
31
1
ぎ 

而
レ
て
製
鹽
用
は
最
下
位
に
在
る
こ
と
を
知
る
べ
し
'

:
::
.
其

ニ
、
海
外
輸
出
高
^

リ

丨

^

':
:
一

海
外
輸
出
高
ば
*
近
の
銃
計(

大
'J
E
四
年)
に
於
て11 

西
九
十
萬
八
瓦
八
十
五
噸
を
計
上
せ
ト
ヽ
今
旣
往
に
遡 

り
て
興
の
消
長
を
^
せ
ん
に
明
治
元
年
の
輸
出
高
は
僅 

か
に
一
瀉
六
千
六
1?
1
六
十1

噸
に
過
ぎ
ず
爾
後
紫
年
の 

爾
出
額
は
即
ち
在
表
の
如r
に
し
て
時
に
幾
分
の
低
減 

な
き
に
非
ざ
れ
ど
も
年
々
增
加
の
勢
は
四
十
一
年
に
於 

て
一
一
西
九
十
萬
餘
噸
ど
な6
翌
四
十
一
一
年
は
減
じ
て
一一 

百

'
八
.+
四
萬
餘
噸VJ

な
り
た
る
4
、
其
れ
ょ
り
49
び
墦 

加
の
勢
を
現
は
し
大
正一,1

年
の
三
百
八
十
七
莴
噸
に
上 

ぅ
し
を
最
高vj

し
爾
後
復
た
遞
減
を
示
し
つ>
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1：

r
I；

第
十
二
卷

同
四
十
一
年 

同
四
十
ニ
年 

同
，
四
十
三
年 

同
四
十
四
年 

大

正

元

年
 

同
し
.
二
へ
年

同
パ 

'
三

年

'同

：

四

年

0
1

七
'八)

雜

錄

石

炭

調

^
*
料
と
し
て
の
統
計

1
r

九
〇
九
、
〇

六
七
 

一
八
'

^

3、
九
八
〇

ニ
、八
汍
〇
、
四
九
三 

ニ
"
八
一
六
、0
四
七 

三
、〇
六
玉
、
六
七
八 

三
、四
六
七
、八
七
〇 

三
、
八
七0

、

六
〇
〇 

三
"
五
八
.六
、八
〇
六 

ニ
、九
〇
〇
"八
八
五

一
七
、
ニ
九
七
、I

三
九 

1

六
、
三
〇
〇
、
五
六
八 

1

七
、九
八
九
、
六一

三 

ニ
〇
'
一
八
四
"七
五1 

ニ 

n
i六
二
八
"
八
七
ニ 

ニ
三
、九r

四
、五
九
.

1 

1

九
、
ニ三

-!

ハ
、七
ニ
五

第
.

11.

啟

一
九
、m 

1

九
、1 

' 

一
八
、〇 

i

七
、四
.

一
七
、七

一
八
、1

H《

J

1

四
、U

ニ

三

v

時
局
前
後
の
供
給

.

. 

\ 

雖
も
尙
若
干
の
海
外
輸
入
あb
、
ー
：
，
_
彳

石
炭
'の
.供
給
は
其
の
大
部
分?:
內
地
の
產
出
に
仰
げj

其
の
需
要
を
充
す
を
例
と
せb
即
ち
左
表
の
如
し

者
相
待

て

.
年

次
 

明
治
三
十
九
平 

同

四

十

年
 

同

.四
十1.

年 

.同
::
四
十
1『

年 

同
へ
四
十
，1
1ー年 

同

.四
十
四
部 

大

正

：允

■
年

ニ

¥

同

三

年

同

.
四

年

''
產
：::
:
出

：
高 

:

，一
二
、九
八
〇
、
1
0三 

1
三
、八
〇
三
、九
六
九 

i

四
、八
1
1玉
、
三
六
三 

1

五
、〇
四
八
、
ー1

三 

ー
3£
、
六
八
一
、
三
ー
，一
四 

-
1

七
.、六
三
ニ
、七1

〇 

■
1
:
九
、六
三
九
、七
51
;
五 

ニ
一
、
三」

31
、九
六
ェ 

，ニ
.ニ
、
ニ
九
'三
、
四
一
九
- 

ニ
〇
、四
九
〇
、七
四
七

輸

入

高
 

ニ一

、
八
艽
五 

」

八
、
力
〇
九 

.

3
〇

、
八
八
五 

一
一
at
、
九
.四
八 

1

七
：四
、
六
一
一 

4

八
ニ
、
八
一
四 

三
o
八
、
三
ニ
九. 

五
七
六
、
七
七
ニ 

九
五
七
、
七
〇

九.
 

六
〇
九

、
七
九
九

Mt

I

三
、
〇
o

1

、
九
五
八 

1

三
、
八
ニ
ニ
、
五
七
八 

.一
四
ズ
五
六
、
ニ
..四
八 

1

五
"】

六
四
、
〇
六

」

1

五
、
八
五
，五
、
九

三
5£ 

1

七

、
八I

五
、
五U

四 

3

九
、
九
四
八
、
〇

八
；四 

ニ
一
、
八
九
一
一
.、
七
三
四
一 

H

三
、
ニ

五一

、
ニ一

八 

ニ
ー
、
ー
〇0
、
五
四
六

大
正II

年
中
本
邦
內
地
紙
坑
の
石
炭
產
出
额
は
約

1

一
 

千
四
十
九
黹
餘
噸
と
獬
せ4
れ
、
其
の
價
格
亦
め
^
チ 

八
西
三
十
萬
圓
を
以
て
箅
せ
ら
る
：
:>
;
乏
を
各
種
鑛
.產
物
ニ 

■に
比
較
す
れ
ば
價
格
に
於
て
其
の
首
位
を
占
む
る
は
、 

近
年
常
例
と
す
る
所
化
し
：てr
sl
:
の
*
地
の
主
要
な
る 

は
、
:繭
岡
縣
を
第
一
ビ
し
全
產
額
.の
六
七
割
に
當
ぅ
次
：
 

:ば
北
海
道
、
次
は
福
島
、
：
€

©

’
«崎
、"山
ロ
、
莢
城
の
：
 

諸
縣
に
じ
て
其
の
他
の
谷
地
方
に
於
け
る
產
额
は
總
額 .

の
百
分
の
一.

に
も
.

達
.

せ
ざ
れ
：ば
本
邦
石
炭
の
：産
出
は
先 

づ
此
の
七
地
方
に
條る
ビ
云
ふ
も
可
な
るベ
し
。

然
れ
ど
も
現
在
ニ
千
四
十
九
莴.餘
噸
、
約
七
千
八
西.
. 

三
十
萬

圆
の
®
額
も
.之
^
,
旣
往
に
囘
顧
す
れ
ば
其
の
增 

一
加
力
驚
く
べ
き
も
の
あ
り
、
今
統
訐
を
案
ず
れ
ば
明
治 

|

七
年
の
產
額
は
僅
々
ニ
十
萬̂
チ
六
百
四
+
*
に
し
て 

興
の
價
格
僅
か
に
四
十
几
萬
六
百
五
十

一

圓
に
.過
ぎ
ず 

\

即
ち
瑰
下
中
流
に
位
す
る

r

炭
坑
の
產
额
に
均
し
き
小 

額
な
り
き
、
爾
來
每
年
別
增
加
の
趨
勢
は
左
表
の
如
し

::

印

次
 

產

額

V

:;
'.
年

次

 

明
治
七
年
ニ
〇
巧
六
四
〇
明
治
四
十
年 

同
：

十

半

五

〇

三

、三

0

'」

同

':
四
十」

年 

同

ニ

十

年

一

、七
六
〇
、九
七
一

-
同

to
十
二
.牟

座

額

：

年

次
 

1

三
、八
〇
三
、九
六
九
明
治
四
十
四
年 

一
四
、八
ニ
五
、三
六
！二
大
正
元

 

'年

1

•五
、
o
四
八
、

1
1

三
同

康

額
 

1

七
、六
三
'ニ
、七
一
〇 

.1

九
"六m

九

七̂
五
盅 

ニ

年

：
~
ー
、
三
.ー
五
、九
六
ニ

同

：
三

十

尔

五

"
ニ
ニ
九
、六
六

〗

一
同
四
十
三
年

..

.一
五
、
.六
八
一
、
コ
ご
ー
自
«同

.備
考
、
明
治
四
十

¥
造
は
#.
十
.年
四
十」

年
以
.降
は
絮
¥
と
す

.

:

附
記
、.尙
ほ
d
治
四
十
四
年
以
來
朝
鮮
、:毫
灣
、
祖 

借
地
關
東
洲
に
於
け
る
產
出
高
及
其の
價
額
を
示
*
ば 

次
©
如

し

.

•第

十

二

卷

(

ニ
七
九)

—

雜

0

r
l

:
i

繼

福

籾

鮮

年

次

數

明
洽
四
十
四
年 

石
炭
調
货
^
^
‘と
し
弋
の
統
計

マ
ー

)

三
0
四

•第U

號

偵

.額

五
三
九
、
四
九
七

.1

ニ
三

圆
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s
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te

待

丨

a ：

：i.
lv
p

[I

f'li

I

i

笫
十
ニ
餘.

(

ニ八〇し雜-
錄

大

正

元

尔
 

同
' 

H

 

¥ 

同

H

苹

同

四

¥

— 

/̂: 
X

明
治
四
十
四
¥ 

火
51
:

元

¥

同

.
ニ
,'
:
年 

同

.

H

M

. 

同

四

电
•

‘關

明治.
四
十
輩 

大
正
元
年 

同

二

年 

同
.
三

年

一
ニ
七
、
八
七
〇 

1
.三
〇
、
一
四
八 

一
六
六
、
〇
九
七

■
 

0

四】
I

四
、
八
六
八
、5

九 

四
六
四
、
〇
九
三
、
三
ニ
，
.
| 

芄
三
六
、
五
四3
、
四
六
〇 

丑
七
五
、
八
八
ニ
、
一

 

六
〇 

六
三
七
、
三1ニ
八
、1
1四
〇

來

；
洲

：
；
■.
;

'
-、
三
八】

，r
3L
ニ
六 

1 

>五y

三
、
ニ
五
四 

11、

ニ
八
〇
、
七m
三 

ニ
、
一
六
六
、
三
四
五 斤m

芯
炎
調
赍
資
料
と
し
て
の
統
計 

粼
二
號 

一
ニ
四

31
玉
七
X

O
一
 

本
邦
に
於
け
る
海
.外
輸
入
炭
は
大
蒇
省
の
贸
易
年
表 

ビ
農
商
務
迸
の
農
商
務
統
»
と
を
比
較
す
る
に
其
额
げ 

-

^

1
大
差
あ
り
て
®
る
疑
惑
の
存
，ず
る
も
の
あ
り
、
去
れ
ど 

も
今
試
み
に
比
較
的
古
き
資
料
を
有
す
る
大
藏
省
の
調 

査
に
從
ひ
明
治
元
年
以
來
の
統
計
を
次
に
揭
出
し
た
り

八
31
九
ノ
ハ
三
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鐵
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所
建
物
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原

債

消

却

方

、
被
害
補
償
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一
般
事
務
費

係
費(
給
料
ヽ
手
當
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费
、通
信
費
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地

:

借
家
料
、|1
?
偎
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、
諸
稅
、
m
夫
费
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諸
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S
業
の
大
體
を
知
る
こ
と
を
得
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然
れ
ど
も
愛
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ロ
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採
炭
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坑
內
料
取
、
坑

內

雜

腐

價

表
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成

す

る
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に

注

意

を要

す

る

こ

と
 

役
、
襲

、
火
夫
、
；坑
外
，
S

、
坑

外

雜
.
は
稅
金
又
は
修
繕
S

稍
大
な
る
も
の
は
之
を
全
部
其 

:

:
役
、.
唧
筒
運
轉
手
ヽ
機
械
運
轉
手
ヽ
諸
職
の
支
拂
は
れ
た
る
月
の
原
價
に
賦
課
す
る
と
き
は
徒
に 
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其
の
原
價
を
大
な
ら
し
办
难
均
を
失
ふ
こ
と
、
な
る
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ノ
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权
木
、
板
,
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木
材
、
機
械
如
、燈

|

以
て
此
の
稱
の
费
用
は
月
割€
な
し
各
月
の
；£
4
8に
分 

、パ

電
氣
保
、
筲
類
、揀

砻

、セ
メ
ジ
ト
フ

j

割
龃
入
れ
の
方
法
を
採
る
も.の
ど
す
、
是
れ
石
炭

」

噸 

l

c«
、
課
説
類
ヽ
繩
類
、
軌
條
、
針

金

に
對
し
赋
課
す
べ
き
費
用
を
公
屯
な
ら
し
む
るt
の
な 
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綱

餒

管

、，雜
金
物
、
雜
品
、
消
费
炭
、

れ
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な
り
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、
充
塡
土
砂)

前
述
の
石
炭
原
價
を
構
成
す
4

1

ょ

菱
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す
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局
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ば

別

に
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表
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の
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|
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す
る
針
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ぐ
る
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を
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す
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萃
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三〇

す
る
こ
と
>
•爲
し
た
b
、 

,
給
に
影
響
じ
、
細
育
の
金
融
市
場
に
恐
®
を
傅
ふ
れ
ば 

元

^

の
相
場
は
必
ず
し
も
單
純
な
る
：窗
給
の
數

' 

我
が
金
融
界
亦
沈
靜
し
て、
X

業
界
の
事
業
緊
縮
上
な 

字
的M

.

察
に
依
り
、.
其
の
眞
相
を
親
ひ
得
べ
き
も
の
に
ぅ
、
問
接
に
我
が
石
炭
の
®
要
に
關
係
す
る
こ
S
少
な 

あ
：：

ら
中
，

*

の
炭
種
に
依
シ
ヽ
產
地
に
依
り
、
品
質.に

^

ら
ず
、
北
海
道
炭
の
運
.炭
力
を
減
ず
れ
ば
ヽ
東
京
の 

市
場
：に
K

b

、
內
外
各
種
の
_
査
を
綜
合
し
”

市
場
筑.

豐
炭
の
輸
入
を
增
加
し
、
衆
北
線
の
述
聚
力
を 

好
ほ
能
く
諸
方
面
に
於
け
る
間
接
又
は
直
接
の
影
響
.を
一
減
ず
れ
ば
®
城
炭
の
相
場
晶
騰
ず
.る
も
何
ほ
典
の
：窗
耍 

植
1 ?

し
、
彼
此
考
量
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
未
だ
以
て
其
を
充
す
能
は
す
、
璺
前
方
面
の—

坑
の
泥
斯
爆
發
•に 

の
內
容
を
了
，̂
し
得
た
り
.と
爲
す
べ
か
ら
个
、
試.に

事

依

シ

て

休

業

す

れ

ば|1
5!
同
市
場
に
璺
前
上
等
聚
の
供
給 

t

的
に
.
®
の
一
班
を
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1

^
せ
ん
か
ッ
九
州
^

ビ
北
海
炭

不
足
を
吿
げ
、
.撫
順
の
採
聚
高
增
加
す
れ
ば
北
淸
方
面 

苦
く
は
磐
城
炭
ど
は
其
の
炭
質
を
異
に
す
る
と
共
に
亦
の

輸
出
高
亦
次
第
に
減
少
し
滿
洲
に
ベ
ス.ト
流
行
あ
れ 

各
爲
の
市
場
：を
異
に
す
る
所
あ
り
、
而
し
：て
九
州
炭
中
、

ば
撫
順
炭
の
採
掘
力
減
少
し
て
、
九#
炭
の
1
要
藉
し 

•

筑
豐
激
、
唐
禅
炭
、
三
池
敗
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高
炭
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等
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額
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他
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又
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岸
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注
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又
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濠
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M
類
の
上
等
炭
を
踏
準
と
し
た
る
も
の
を
示
す
こ
ど
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'爲
し
た
■り
但
し
何
れ
.も
萬
斤
相
場VJ.

す
、

——

缂

級

..

敷

前I

等
炭
級
の
も
の.
：
. 

筑
前
一
雜
炭
級
の.も
の
. 

牝
悔
逍
夕
艰
塊
級
の
も
の 

常
磐
入
山
塊
級
の
.も
の

大
正
1‘
1
1
年
ニ
月

.

^

m
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o
:

':
_五
〇
、
：四
〇 

五 

一/
〇
〇 
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v

r
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四

¥

ー

另
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四

九

、
ー
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四

：
ニ

>
〇

〇 

四
八
、〇
〇 

ゴ
1九
、
/<
〇

.

附
記
、
撫

顺

炭

坑

：

H
露
戰
役
後
大
陸
に
抉
殖
せ
し
我
勢
力
圈
內
に
撫
顺 

炭
坑
の
開
か
れ
し
乙
ど
は
.特
筆
す
べ
き
事
柄
に
し
て
同. 

炭
田
は
其
の
炭
質
の
良
好
に
し
て
韫
域
の
廣
大
な
る
の 

み
な
ら
ず
炭
層
の
厚3
.
0五
十
尺
乃
至
T
1
W尺
に
及
べ 

る
を
以
て
知
ら
れ
炭
坑
；の
規
模
亦
宏
大
を
極
め
，無
人
’の 

廣
野
に
文
明
的
新
日
本
の
大
城
市
を
建
設
し
炭
山
の
產 

额
亦
旣
にI

日
六
七
千
噸
を
超
へ
益
々
增
大
す
べ
き
準 

備
中
に
あ
6
.、
是
實
に
，東
洋
實
業
界
の
新
勢
力
に
し
て 

最
も
注
意
す
べ
き
新
方
面̂

^V、

1:-
:
’

へ
其
の
せ
置
、
撫
順
炭
田
は
の
東
方
に
狹
長
な
る 

.

r

帶
を
な
し
撫
順
の
對
岸
に
あ
^
て
南
滿
鐵
道
ビ
支
線

•
五
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i :

連
絡
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0

商
積
約
四
十
八
苹
方
基
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、
 

延
長
東
西
十
八
基
米
ぶ
卜
、
，
而
し
て
炭
田
の
北
方
は
揮 

河
に
し
て
m

力
は
稍
急
峻
な
る
山
脈
に
依
り
て
裸
せ
ら 

る
、

' 

炭
田
：は
千
金
薬
、
楊
柏
堡
、
_宠
虎
臺
の
外
に
前
年 

東
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鄕
、
.大
山
ニ
竪
坑
開
掘
せ
ら
れ
產
出
額
著
し
く
增
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し
た
り
'

其
の
沿
革
概
要
ヽ
千
九
百
三
年
鑛
區
は
大
部
分
露
西
，
 

頭
人
の
.手
に
歸
せ
り
、
然
る
に
千
九
西
五
.年
我
陸
堪
省 

の
管
«.
に
屬
し
千
九
.百
七
_
南
滿
洲
鐵
遒
株
式
會
脉
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織
せ
ら
れ
、
同
炭
田.は
.同
會
社
.の
經
營
す
る
所
と
な
れ 

り
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產
出
额
ば
近
年
益
々
增
加
し

i
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の
產
额
は
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坑
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大
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